
令和２年度 人権・同和教育推進計画 

島根県立邇摩高等学校 

１．人権・同和教育推進のための全体構造 

 伝 統 精 神  

 勤 労 ・ 創 造 ・ 仁 心  

    

 教 育 目 標  

 

○ 知性を深め創造性を高める。        ○ 情操を豊かにし正しい生活習慣を身につける。 

○ 心身を鍛え自信と根気を持つ。       ○ 勤労の喜びを味わい職業観を養う。 

 【総合学科の指導方針】 

 社会のしくみを理解し、自分を生かしながら社会に役立つ生き方を学ぶことによって、職業観を確立するとともに、科目を自主的に選

択し主体的に学習することによって、生涯にわたって学習する態度や意欲を育てる。さらに、現代社会の抱える課題を認識し、その解決

のために人間関係を深めながら努力し貢献する人材を育てる。 

  

 重 点 目 標（邇摩高校教育方針）  

 

１.基本的な生活習慣の育成 

（１）他者の人権を尊重し、共感できる心を育てる。    （２）自立心を養い、規範意識を育てる。 

２.自己実現に取り組む態度の育成 

（１）指導方法を工夫し、主体的に学ぶ姿勢を確立する。 

（２）基礎的な知識・技能を習得させるとともに、自ら考える力を育成する。 

（３）礼儀作法を身に付けたコミュニケーション能力を育む。 

（４）支援方法を工夫し、すべての生徒が豊かな学校生活を送れるようにする。 

３.体験的な教育活動への参加 

（１）部活動への全員参加を促し、授業との相乗効果が図れるよう努力する。 

（２）校内外での実習や、様々な体験活動を通して職業教育を充実させる。 

（３）地域社会との連携を図り、邇摩高校としての特色ある学校づくりに取り組む。 

 

 

 めざす生徒像 

 

① 自らの課題と目標を設定し、自己実現に向けて主体的に取り組む生徒      ＜創造＞ 

② 地域に愛着と誇りを持ち、地域に貢献しようという志をもつ生徒      ＜勤労＞ 

③ 自他ともに尊重し、思いやりをもってより良い人間関係を築こうとする生徒 ＜仁心＞ 

 

  

 人 権 ・ 同 和 教 育 全 体 目 標  

人権に関する諸問題を正しく理解し、自らの在り方や生き方を考え、自他を尊重し主体的に課題解決に取り組む意欲と実践力を持つ生徒を育てる。 

① 人権を大切にし、思いやりをもってよりよい人間関係を築こうとする態度を養う。 

② 差別や偏見に気づき、差別をしない・させない態度と実践力を養う。 

③ 個性を尊重し、多様な在り方や生き方を認め、互いに高め合うことができる集団をめざす。 

④ 課題解決のために主体的に学び、自ら進路を切り拓き、社会に貢献しようとする意欲を養う。 

＜目標達成のための手立て＞   

     （１）生徒の意識・実態の把握 

        各種アンケート調査の実施・分析や学年会等との連携を通じて、生徒の意識・実態を把握する。 

（２）保護者及び小学校・中学校、地域との連携 

       発行物や中高連絡会・公開授業等を通じて連携を深める。 

（３）教育課題の明確化とテーマ設定の工夫 

       生徒の意識・実態の把握や、保護者及び小学校・中学校や地域との連携を通して、教育課題を明確にし、生徒自身が自らの課題として 

主体的に取り組むことのできるテーマを設定する。 

（４）教職員研修の充実 

       全教職員の共通理解のもとに人権・同和教育を推進できるよう、計画的・継続的な教職員研修の実施を通して、教職員の人権感覚を磨き 

指導力の向上を目指す。 

＜推進方針＞ 

（１）人権・同和教育をすべての教育活動の基底に据え、人権・同和教育の理念と成果・手法に基づく教育実践を日常的に進めていく。 

（２）進路保障の理念に立った人権・同和教育をすべての教育活動で推進する。 

（３）生徒の行動の背景を徹底して理解することを基本とした教育活動を展開する。 

（４）生徒一人ひとりのありのままを受けとめ、自尊感情を育む。 

（５）安心して学び合い高め合うことのできる集団をつくる。 

（６）家庭・地域等と連携して生徒たちの学びを共に支え合う人間関係をつくる。 

（７）人権に関する知識を理解に深めるとともに、人権感覚の育成を図る。 

～校長は、教職員を大切にする。教職員は、生徒を大切にする。上級生は、下級生を大切にする～ 

 

 

 

 

 

 

 



 

   

各分掌の目標と実践  各学年の目標と実践 

総務部 

・個人情報の取り扱い時には、特に人権配慮を遵守

する立場で学校内外の調整を行う。 

・各種奨学金等の情報を提示し教育の機会均等に努

めるとともに、個人情報に配慮する。 

 

 
第１学年 

・他者との出会いを通じて自己理解・他者理解を深め、思

いやりをもてる豊かな人間関係を築かせる。 

・ホームルーム活動をはじめ、その他の活動を通じて人権

意識を高め、問題を解決する態度を養う。 

総合学科研究部 

・校内外の活動を通して幅広い視野と多様な価値観

に触れさせ、互いに認め合い協働する態度を育て

る。 

・社会の現状や変化から課題を見つけ、解決に向け

主体的に取り組む態度と実践力を養う。 

 第２学年 

・歴史的事実を学び、差別に立ち向かう様々な人の生き方

にふれることで、めざすべき生き方を理解する。 

・差別の根源となる人の心理を考え、差別をしない、させ

ない態度と実践力を養う。 

教務部 

・中学校との連携を深め、一人ひとりの学習状況を

把握し、多様な学力に応じた支援と指導を充実さ

せ、生徒の学力を保障する。 

 

第３学年 

・集団生活のルールやマナーを守るなかで、相手や場面に

応じたコミュニケーション能力を身に付けさせる。 

・ホームルーム活動をはじめとする諸活動を通して、就職

や結婚にかかわる事象などを学ぶことで人権意識を高

め、問題を解決する態度と実践力を養う。 
進路指導部 

・生徒一人ひとりの能力・適性に合った進路決定を

支援し、進路保障を進めながら、差別や偏見のな

い社会を構築する一員としての自覚と実践力を養

う。 

 

生徒指導部 

・教育活動全般を通して、お互いを大切にしようと

する思いやりの心と人権を尊重する態度を育成す

る。 

・学校行事や委員会活動、部活動などの体験的な学

習活動への積極的な参加を促し、それらの活動を

通して相互理解を深め、良好な人間関係を築かせ

る。 

  

保健部 

・生徒一人一人の人権が尊重されるよう教育相談を

充実させるとともに、早期に教職員間での共通理

解を図り、生徒理解に努める。 

・特別な支援を必要としている生徒に必要な合理的

配慮について、合意形成を図って提供し、共生社

会に向けたインクルーシブ教育システム構築のた

めの特別支援教育を推進する。 

  

図書情報研修部 

・図書館活用学習を通じて一人ひとりが学習しやす

いように、互いに思いやる精神を養う。 

・情報ツールを正しく使用できるよう情報モラル教

育を行い、互いに思いやる精神を養う。 

・情報を正しく判断する力を養う。 

  

舎務部 
・寮生活を通して、互いに助け合い、自他の人権を

尊重し合う態度を育成する。 
  

 

各教科の目標と実践 

国 語 
・様々な文章を読むことを通して、自己や社会のあり方に対する理解を深め偏見や差別のない社会を築こうとする態度を育てる。 

・様々な表現活動を通して、互いの立場や考えを尊重したコミュニケーション能力を高める。 

地歴・公民 

・現在の社会や国際情勢の学習を通して、現実に起きている様々な人権問題に対する理解を深め、差別を見抜く力、差別を許さない態度、問

題解決に主体的に取り組む姿勢を育成する。 

・日本や世界の歴史学習を通じて、人権問題に関わる歴史的な事項を知り、その原因の理解、解決法への考察を深める。 

数 学 
・常にわかりやすい授業に心がけ、生徒一人ひとりが解ける喜びを実感できるように努める。 

・生徒一人ひとりの能力に応じた数学的な思考力を養成し、さらに、物事を筋道立てて考えられる力を育成する。 

理 科 
・自然の事物・現象を知ることにより、自然環境の保全に寄与する態度を養う。 

・自然の中での人間の役割を理解させ、自他の生命を尊重する態度を育む。 

保健体育 

・心身の健康維持増進や性差・個人差に関する保健の学習を通して、生命尊重・人権尊重への精神を養う。 

・体育の学習を通して、運動やスポーツを楽しむ態度を養うとともに、体力・体格差や性差、安全面に配慮しながら協力し合い、お互いを尊

重しあう態度を養う。 

芸 術 
・芸術の実践的活動を通して、生徒の感性を高めるとともに互いの個性を認め合う関係づくりを行う。 

・創造的な表現能力を伸ばすとともに、心豊かな人間形成をめざす。 

英 語 
・英語教育を通して世界の様々な文化・習慣・考え方に触れ、その違いを認め他者を理解しようとする積極的態度を育てる。 

・全ての生徒の進路保障を目指し、個々の生徒に適切な指導を行うことにより、英語の学力をつけさせると共にわかる喜びを与える。 

情 報 
・現代の情報化社会において、情報モラルを正しく身に付け、情報を適切に判断・活用する力、情報機器を適切に扱う力を育てる。 

・情報社会がもたらす社会の変化に主体的に取り組み、その中での個人の 責任やその利用についての心構えを身につける。 

家 庭 
・子どもの権利と福祉、高齢者の尊厳と福祉に関する知識と技術を習得させ、共生社会の一員として行動できる力を育てる。 

・共に支え合う社会の一員として、男女が協力して主体的に家庭や地域の生活を創造する力を育てる。 

商 業 
・ビジネスの諸活動を主体的、合理的にかつ倫理観をもって行い、経済社会の発展を図る創造的な能力と実践的な態度を育てる。                    

・生徒一人ひとりの多様性を認め合い、「チームビルディング」で仕事をつくり上げていく力を身につける。 

福 祉 
・障がいのある人や高齢者に係わる授業や体験活動を通して、相手を思いやる精神を育む。 

・社会福祉の増進に寄与する実践的な態度を育成する。 

農 業 
・農業の学習・体験を通して、生命の尊さを学び、自他の命を尊重する態度と豊かな心を育てる。 

・栽培や製造の体験学習を通して、規範意識と食の安全性に対する倫理観を養う。            



 

 

（ 

２．活動計画 

（１）年間行事予定 

学 期 生徒活動等 校内研修・関連会議等 校外研修・関連会議等 

１学期 

・人権・同和教育に関するホームルーム活動 

 （１年生５月、２年生６月、３年生７月） 

・学校生活アンケート（５月） 

・人権・同和教育担当者会（４月） 

・人権・同和教育推進委員会（４月） 

・いじめ防止委員会（５月） 

・中高連絡会（４月） 

・人権・同和教育主任等研修（６月） 

・高同研石東地区理事会 

・進路保障に関わる専任教員の学校訪問（７月） 

・大田市進路保障連絡協議会 

２学期 

・人権・同和教育に関するホームルーム活動 

 （１年生１１月、２年生１１月、３年生１１月） 

・大田市人権標語コンクール応募(９月） 

・学校生活アンケート（１１月） 

・いじめ防止委員会（１０月） 

・人権・同和教育担当者会 

・人権・同和教育推進委員会 

・教職員研修 

・高同研石東地区理事会・研修会（８月） 

・大田市進路保障連絡協議会 

３学期 

・人権・同和教育に関するホームルーム活動 

 （１年生１月、２年生２月） 

・人権・同和教育に関するアンケート（２月） 

・学校生活アンケート（２月） 

・人権・同和教育担当者会 

・人権・同和教育推進委員会 

・教職員研修 

・いじめ防止委員会（２月） 

・高同研石東地区理事会 

・大田市進路保障連絡協議会 

 

（２）ホームルーム活動 

 

○各学年ホームルーム活動 

 ・指導案や資料・ワークシート等は人権・同和教育推進スタッフで準備し、各学年会（各学年人権・同和教育担当者）に示す。 

 ・事後指導として、各回の生徒感想等を推進スタッフ便りにまとめ生徒に還元する。 

○テーマ 

学年 第１学年 第２学年 第３学年 

１学期 仲間づくりとコミュニケーションの必要性 「解放令」に学ぶ 「就職差別」から考える 

２学期 自他の尊重とコミュニケーションの在り方 「水平社宣言」に学ぶ 「結婚差別」から考える 

３学期 身近な事象から考える 「教科書無償化運動」に学ぶ  

※実施に当たっては、生徒の実態に応じ、各学年会と協議して、テーマの再検討・変更等を行う場合がある。 

 

（３）生徒対象アンケート 

  ①「学校生活の様子や傾向をつかむためのアンケート」（５月、１１月、２月に実施） 

  ②「人権・同和教育に関するアンケート」（２月に実施） 

…いずれも結果を全教職員で共有し、いじめ防止に役立てるほか、次年度の人権・同和教育推進計画に反映させる。 

 

（４）教職員研修 

校内 
人権・同和教育に関する教職員研修を年に１～２回実施する。 

また、年度初めに令和２年度「人権・同和教育推進計画」について周知徹底を図り、学校全体の基盤「進路保障」の観点を全教職員が共有する。 

校外 校外の研修会等については、適宜案内し、参加を呼びかける。 

 

 

３.校内組織 

人権・同和教育 

推進委員会 

業 務 
本校の人権・同和教育推進計画の策定やアンケートの活用方法の検討等、人権・同和教育の在り方の検討や助言など、本校

の人権・同和教育推進の総括を行う。 

委 員 
校長、教頭、人権・同和教育主任、人権・同和教育推進スタッフ、総務部長、教務部長、生徒指導部長、進路指導部長、保

健部長、養護教諭、舎監長、各学年主任 

人権・同和教育 

担当者会 

業 務 
各学年に分かれ、人権・同和教育ＬＨＲの指導案作成・検討やアンケートの作成・集計など本校の人権・同和教育の実際の

企画や運営を行う。 

担当者 人権・同和教育主任、人権・同和教育推進スタッフ、各学年主任、各学年人権・同和教育担当 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連委員会（人権・同和教育主任が委員を務めるもの） 
・カウンセリング委員会 

・教育相談委員会（ケース会議） 

・ハラスメント防止対策委員会 

・いじめ防止委員会 

・いじめ対策委員会 

職員会議 

人権・同和教育推進委員会 

人権・同和教育担当者会 

＜組織図＞ 

各分掌 

各学年会 

 

運営委員会 

各教科 


